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中間決算概況発表
経 常 利 益１５５百万円

中間純利益１００百万円

 ＪＲ四国労組は、１０月２６日に開催された経営協議会において「平成２９年度

中間決算概況」について次のとおり説明を受けた。 【詳細は別紙資料を参照】 

【営業概況】 

平成２９年度上期の高速バスについては、台風の影響による運休が８～９月に９

１便あり、前年９月の運休４６便と対比しても約２倍となったことに加え、続行便

の運行便数も前年に比べて６便減となった。結果、高速バス部門の運送収入は、

1,791,558 千円（対前期比 99.1%）となった。 

一方、ローカルバス路線は、久万高原線の路線削減の影響等により、運送収入は

41,557 千円（対前期比 90.5%)となった。 

また、貸切バス事業は、前年度首から徳島支店のみでの事業展開としてＪＲ四国

ワープとの連携による旅行商品の設定と催行を行うほか、日帰りバスツアーの旅行

を自社で企画・募集し収入の確保に努めてきたが、改善が見込めない見通しとなっ

たことから９月末で撤退した。その結果、貸切バス運送収入は 10,574 千円（対前期

比 55.9%）となった。 

以上の結果、売上高 1,911,855 千円（対前期比 1.6％減）、営業利益 144,529 千

円（対前期比 4.8％減）、経常利益 155,517 千円（対前期比 0.9％増）となり、法

人税等を差し引いた中間純利益は 100,188 千円（対前期比 3.2％減）となった。 

 ＪＲ四国労組は、厳しい経営環境の中、引き続き「安全・安心運行」を第一義に、

下期に向けての対処すべき課題解決を図り、収益拡大に向けた取り組みを推進する

よう要請した。 

 なお、会社より平成３０年３月期の業績予想として、高速バス京阪神便の収入減

などにより、経常利益 220,925 千円（対前年△111,000 千円）、当期純利益 138,325

千円（対前年△96,979 千円）と見込んでいるとの説明を受けた。 

以  上 














